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沿岸スワヒリ語の歴史的展開に関する議論の現在 

Re-thinking the Genesis of Coastal Swahili 

古本 真 

FURUMOTO Makoto 

0. はじめに

東アフリカの広い地域で話されるスワヒリ語は、均質な存在では決してなく、複数の言

語からなる言語群として捉えられるほど多様な変種を内包している。それぞれの変種は、

ときに相互理解が困難なほどに異なっており、その歴史的背景もさまざまである。例えば、

東アフリカのソマリア南部からモザンビーク北部の沿岸部や、その間の島嶼部、さらにマ

ダガスカル北部には、20前後のスワヒリ語の方言があるとされているが、これらの直接の

祖先にあたる諸変種は、9 世紀にはすでに沿岸の広い地域に分布していたと考えられてい

る（Nurse 1982, 1983, Nurse & Spear 1985, Nurse & Hinnebusch 1993）。 

それに対して、内陸部に分布する諸変種の多くは、19 世紀以降の交易ルートの拡大やヨ

ーロッパによる植民地化などに伴い、スワヒリ語が広い地域で用いられるようになった結

果生じている。沿岸部のどの変種が内陸部に広がったかについて、断定的に述べることは

できない。しかし、ザンジバルが内陸交易の主な出発点となっていたことや、ティップ・

ティプをはじめとするザンジバル商人が交易路の拡大に大きな役割を果たしたことを踏ま

えると、ウングジャ方言が、内陸部諸変種のベースとなったものの一つであることは想像

に難くない（宮本 2009, Nassenstein, to appear）。ウングジャ方言は、もともとザンジバルの

ウングジャ島の都市部で話されていた方言だが、この地域の政治的、経済的発展に伴い、

ザンジバルのほかの地域、さらに近隣の沿岸地域でも広く使われるようになっていたこと

が推測される。そして、20世紀前半には、ウングジャ方言をもとに標準スワヒリ語が策定

されている（Whiteley 1969, 竹村・小森 2009）。 

スワヒリ語の諸変種は、歴史的背景にかかわらず、特筆すべき独自の言語特徴を発達さ

せている。しかし、沿岸部の諸方言の多くは、ウングジャ方言や標準スワヒリ語にルーツ

を見出すことができないという点で、内陸部の諸変種とは大きく異なる1。以下では、これ

 東京外国語大学アジア・アフリカ言語文化研究所ジュニア・フェロー（The Research Institute 

for Languages & Cultures of Asia & Africa, Tokyo University of Foreign Studies） 
1 歴史的背景の違いから、東アフリカ沿岸部の諸変種は一次方言（primary dialects）、内陸の諸

変種は二次方言（secondary dialects）と呼ばれることもある（Hill 1973, Nurse 1982）。 
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までの研究を見直して、東アフリカ沿岸地域におけるスワヒリ語諸方言の歴史的展開に関

する議論の現状をまとめる。 

1. 東アフリカ沿岸部のスワヒリ語諸方言の系統的位置づけ 

スワヒリ語は、ニジェール・コンゴ語族のバントゥ語群に属している。東アフリカ沿岸地

域のスワヒリ語諸方言は、近隣のほかのバントゥ系言語とともに、サバキ祖語、さらに北

東沿岸バントゥ祖語に遡るというのが現在の定説である（Nurse & Philippson 1975, 

Hinnebusch 1981, Nurse & Hinnebusch 1993, Nurse 1999）。この仮説が示唆する通り、スワヒ

リ語諸方言同士が、バントゥ祖語という共通の祖先をもつと考えられる言語グループのな

かで、比較的近い類縁関係にあることは疑いようがない。 

一方で、これらのスワヒリ語諸方言同士の親縁関係については、検討の余地がおおいに

残されている。確かに、スワヒリ語とラベル付けされた沿岸部の諸変種は、似た言語特徴

を有しており、これらがスワヒリ祖語という一つの祖先に遡る関係にあるという前提のも

とで議論が展開されることも少なくない（Nurse 1982, Nurse & Spear 1985, Walsh 2018）。し

かしながら、さまざまな背景を持つ人たちが「スワヒリ」という集団意識を共有するよう

になったのは比較的最近であると言われる（日野 1969, Ray 2018）。言語名としての「スワ

ヒリ」というラベルも、東アフリカ沿岸部の類似した言語特徴をもつバントゥ系の諸言語

に後天的に付されたものであるとすれば、それらが起源を一にするかは、「スワヒリ語」と

いう言語名によって担保されていないことになる。 

系統的近縁性の根拠となるのは改新的特徴である（François 2014, 五十嵐 2021）。言語の

通時的分化のプロセスを示す系統樹のなかで、異なる言語や方言が同じ分岐群に位置付け

られるかは、共通する改新的特徴の有無によって同定される。沿岸部のスワヒリ語諸変種

は、基礎語彙の共有度や同源語の音対応に基づき、北部諸方言と南部諸方言という二つの

グループにわけることが提案されている（Nurse 1982、表 1参照）。そして、北部諸方言群、

南部諸方言群という二つの分岐群を設定することは、それぞれの言語群に特有の改新的特

徴の存在からも支持できそうである（Nurse & Hinnebusch 1993: 504-512）。一方、この二つ

の方言群の間に、共通の改新と認定できる決定的な特徴は、少なくとも現段階ではみつか

っていない（Nurse & Hinnebusch 1993: 501-503）。つまり、スワヒリ語の北部諸方言群と南

部諸方言群が、系統的にほかの言語群と区別され、共通のスワヒリ祖語から分岐したとい

う仮説を支える証拠はないのである。スワヒリ語の祖先にあたるバントゥ系言語が一つで

なく複数ある可能性は、19 世紀末から 20 世紀前半の研究者たちも指摘しているようだが
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（Reusch 1953, 宮本 2009）、比較言語学の方法による分析でも、その可能性を棄却するこ

とはできない。 

 

表 1：沿岸部のスワヒリ語諸変種一覧（Furumoto, Nassenstein & Shinagawa, to appear） 

北部諸方言 ムイニ (Mwiini) 

バジュニ (Tikuu/Bajuni) 

ラム諸方言 (Siu, Pate, Amu) 

南部諸方言 

 

ヴンバ (Vumba) 

ムタガタ (Mtang’ata/Mrima)  

ペンバ (Pemba) 

トゥンバトゥ (Tumbatu) 

マクンドゥチ／カエ／ハディム (Makunduchi/Kae/Hadimu)  

マフィア (Mafia/Ngome)  

混淆型 モンバサ諸方言 (Mvita, Ngare, Jomvu, Kilifi, Kilindini)  

チフンディ (Chifundi) 

ウングジャ (Unguja)  

2. スワヒリ語南部諸方言とコモロ諸語の系統関係 

例えば、南部諸方言には、母音複写と呼ばれる動詞の活用がある。(1a) に示す通り、ス

ワヒリ語の動詞活用形は、TAM（テンス・アスペクト・ムード）接頭辞を伴う場合、語幹

末には-aという母音が現れる。一方、(1b, c) にあげた母音複写を伴う活用形は、例文中の

Ø-が示す通り TAM接頭辞を欠き、語幹末には語幹の次末音節と同じ母音（(1b, c) では-o）

が現れる2。 

 

(1) スワヒリ語トゥンバトゥ方言（竹村 2012: 217, 218, 219） 

a. ni-ma-som-a  kiswahili 

 SM1SG-PRF-study-FV Swahili 

 「私は（すでに）スワヒリ語を学んでいる。」 

 
2 例文 (1) の表記法やグロスの一部は、出典元で提示されているものと異なる。この例文に

付した略号は、以下の通りである。1：1人称、FV：末母音、HAB：習慣、NEG：否定、PFV：

完結、PRF：完了、SG：単数、SM：主語標識 
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  b. ni-Ø-som-o  kiswahili 

 SM1SG-PFV-study-FV Swahili 

 「私はスワヒリ語を学んだ。」 

  c. si-Ø-som-o  kiswahili 

 NEG.SM1SG-HAB-study-FV Swahili 

 「私はスワヒリ語を学ばない。」 

 

母音複写という形態法は、スワヒリ語の北部諸方言では使われないが、スワヒリ語の分

布域から地理的に隔絶した地域で話されるバントゥ系言語でも使われており（Grégoire 

1979, Nurse 2008）、スワヒリ語南部諸方言だけにみられる特徴というわけではない。また、

(1b) のように、母音複写により完了や過去といった先行する事態が表されるというのも、

ほかのバントゥ系言語と共通している。仮に、バントゥ諸語が共通の祖先から段階的に派

生していく過程で、母音複写の形式的、機能的特徴が生じたと想定するならば、そのバン

トゥ系言語における分布を踏まえると、これらの特徴はスワヒリ語諸変種がほかのバント

ゥ系言語と分化する前に生じた可能性が考えられる。こうした古い時代に遡る可能性があ

る特徴は、スワヒリ語の方言群の分岐のような、よりあとの時代の言語の枝分かれを探る

ための手がかりとはならない。 

一方、(1c) のように、否定形に活用した母音複写形が習慣相を表すのに用いられるとい

うのは、南部諸方言で共通してみられるが（Whiteley 1956, Lambert 1957, Kipacha 2004, 竹

村 2012）3、ほかのバントゥ系言語ではほとんどみられない。また、似た言語特徴が別々

の言語で並行して発達することもあるが、この否定形における母音複写の用法については、

個別の言語変種で偶然、独立的に生じたとも考えにくい。こうした分布の偏りや変化の特

殊性を考慮すると、この特徴を共有する諸変種は同一の分岐群をなしており、個別の諸変

種が派生する前にこの特徴が発達したと考えられる。南部諸方言の系統的一体性は、こう

した分析によって裏付けられるのである。 

南部諸方言に特有の改新として、母音複写以外の特徴も提示されているが（Nurse & 

Hinnebusch 1993: 511-512）、特筆すべきことに、これらの特徴は、総じてスワヒリ語南部諸

方言だけでなく、コモロ諸語にもみられる。コモロ諸語は、スワヒリ語と同じサバキ系の

 
3 スワヒリ語マクンドゥチ方言では、ほかの方言と異なり、否定形に活用した母音複写形が、

習慣相ではなく、未来にある出来事が起こらないことを表す（Racine-Issa 2002）。この用法は、

比較的最近の言語変化の結果生じた可能性がある（Furumoto & Gibson 2022）。 
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言語だが、スワヒリ語とは別の言語群と考えられている4。音対応をみると、この分類は妥

当なようにみえるが、改新的特徴を共有しているという点を重視すれば、スワヒリ語の南

部諸方言とコモロ諸語が、北部諸方言群と独立した一つの系統群をなしている可能性も考

えられる。 

3. スワヒリ語の諸方言同士の接触について 

「沿岸部スワヒリ世界」という言葉が象徴する通り、古くから、東アフリカ沿岸地域で

は、交易などを通じた人の交流があった（福田 1997, 鈴木 2022）。こうした背景から、ス

ワヒリ語諸方言の一体性を示唆する表面的な言語特徴の類似は、系統的近さより、断続的

な方言同士の接触によるところが大きい可能性が指摘されている（Güldemann 2018: 478-

479）。 

例えば、標準スワヒリ語のベースとなったウングジャ方言は、南部諸方言の地域で話さ

れており、音韻特徴から南部諸方言に分類することができるが、文法や語彙からは、むし

ろ北部諸方言のようにみえる（Nurse 1982, 1984, 1988）。こうしたウングジャ方言の混淆的

姿は、18 世紀頃のラム群島からの人の移住によって生じた可能性がある（Nurse & 

Hinnebusch 1993: 563-566, Sheriff 2018: 530）。 

後天的な言語接触の影響により、スワヒリ語諸方言やサバキ諸語の系統分類が、はっき

りとしなくなっているケースはほかにもある（Möhlig 1984/5, Schadeberg 1994, Schadeberg & 

Mucanheia 2000, Devos 2008, Walsh 2018）。スワヒリ語南部諸方言とコモロ諸語も、一見す

ると大きく異なり、同じ分岐群にあるとは考えづらいが、その違いは、南部諸方言が、コ

モロ諸語と分化したあとで、北部諸方言からの影響を被ったことによって生じているかも

しれない。例えば、南部諸方言の一つであるマクンドゥチ方言の完了接頭辞 me-は、北部

諸方言からウングジャ方言経由で借用された可能性が指摘されている（Güldemann 2003: 

187）。このほかにも、動詞の否定形に現れる完了接頭辞 ja-や、関係節標識 amba-なども、

北部諸方言で発達したのちに、南部諸方言に伝播した可能性がある（Nurse & Hinnebusch 

1993: 405-406, 422, 555）。こうした形態統語特徴の拡散を踏まえると、南部諸方言のほかの

特徴のなかにも、北部諸方言との接触によって生じたものが少なからずあることが推測さ

れる。 

 
4 スワヒリ語諸方言の分類は、研究者間で異なる（Sacleux 1909, Stigand 1915, Guthrie 1967-71, 

Whiteley 1969, Nurse 1982, 湯川 1989, Möhlig 1995, 宮本 2009, Walsh 2018）。分類によっては、

コモロ諸語が「スワヒリ」とラベル付けされたグループのなかに含められることもある。 
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4. おわりに 

スワヒリ語の南部諸方言とコモロ諸語を、サバキ諸語のなかで別の系統に位置付け、二

つのグループの間にみられる形質的類似を、古形の残存、ないしは後天的な言語接触の痕

跡と考える分析は排除されたわけではない（Nurse 1989）。しかし、南部諸方言の一体性を

示唆する改新的特徴がコモロ諸語にもみられることを考慮すると、系統的には南部諸方言

とコモロ諸語が近い関係にある可能性も考えられる。そして、東アフリカ沿岸部のスワヒ

リ語諸変種を一つの系統としてまとめるに足る十分な証拠が未だ提示されていないことを

踏まえると、スワヒリ語の北部諸方言群と南部諸方言群が、サバキ諸語のなかで最も近い

系統関係にはない可能性や、南部諸方言が、コモロ諸語から分化したあとで、北部諸方言

からの影響を受けて、スワヒリ語らしい特徴を獲得した可能性も残る。 

バントゥ系の言語は、現在のカメルーン西部のサナガ川流域を祖地として、約 5000年前

から徐々にサブサハラ・アフリカの広大な地域に、分布域を拡大していったと言われてい

る（米田 2022）。この拡散の過程に関しては諸説あるものの、東部バントゥ諸語に分類さ

れる諸言語の祖先が東アフリカに到達したのちに、現在のスワヒリ語諸方言へとつながる

分派が生じたと考えることに大きな異論はないだろう。しかし、仮に、スワヒリ祖語が再

構できないとすると、スワヒリ語北部諸方言の祖先と、南部諸方言の祖先は、東部バント

ゥ諸語に含まれるほかのサバキ系言語や北東沿岸バントゥ系言語から、別々に枝分かれし

たということになる。そして、このシナリオは、北部諸方言群と南部諸方言群が、異なる

経路を辿って東アフリカ沿岸部に到達したことを示唆する。北部諸方言と南部諸方言の祖

地が、それぞれ、現在のケニアのラム諸島のあたり、タンザニアのキルワ島周辺であると

いう見立てが正しければ（Nurse 2019）、それぞれの言語を話す集団は、この二つの地域に

到達したのちに合流して、その結果、スワヒリ語という一体性ができあがったということ

になる。 

スワヒリ語は、シュングヮヤ地域（ケニアのタナ川とソマリアのジュバ川に挟まれた地

域）を祖地として、そこから東アフリカ沿岸地域に広がっていく過程で、徐々に異なる特

徴を獲得していったと言われてきた（Nurse & Spear 1985, 竹村・小森 2009）。それに対し

て、Nurse（2019）は、スワヒリ祖語が再構できるという立場を堅持しながらも、北方のク

シ系の言語に由来するとみられる特徴が北部諸方言群のみにみられることを根拠に、スワ

ヒリ祖語にあたる言語が話されていた地域が、より南方に位置していたという説を提示し

ている。そして、本稿では、これまでのスワヒリ語の歴史言語学的研究を見直しながら、

スワヒリ祖語が再構できることを自明視するスワヒリ語単起源説にまで疑問を呈した。 
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19世紀以降に生じた内陸部へのスワヒリ語の分布域の拡大については、ある程度歴史資

料から探ることもできるが（Nassenstein, to appear）、それ以前の伝播や分岐のプロセスの解

明の大部分は、比較的最近の資料から読み取れる言語特徴の分析や、現在話されている言

語の記述に依拠することになる。そのため、東アフリカ沿岸部におけるスワヒリ語の歴史

的展開に関する理解を更新するためには、この地域のスワヒリ語諸方言の記述研究を推し

進めていくことが必要不可欠となる。 
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